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目黒区立鷹番小学校等複合施設改築基本構想･基本設計

建 替 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

第５回地域懇談会では、鷹番小学校新校
舎の基本構想を策定するに当たり小学校部
分の平面計画について学校、保護者、地域
のみなさまと意見交換を行いました。区か
ら計画の考え方をお示しし、様々なご意見
やご質問をいただきました。
新しい校舎は、子ども達がより豊かな学
びを得られるだけでなく、教職員の働きや
すい環境や、地域避難所の充実を目指し、
今後も検討を深めていきます。

第1回

第2回

第3回
    
第4回 
第5回

新校舎検討のための第５回地域懇談会を実施しました

建て替えに伴い、ビオトープの移設が必要になります。
移設に際しては、現在のビオトープに植生している植物
を活かすために、専門家に現況調査を依頼しました。調
査の結果、鷹番小のビオトープには珍しい絶滅危惧種の
植物が存在していることと、除去が必要な外来種の植物
が増加していることがわかりました。
よい機会なので、鷹番小学校の子どもたちと一緒に、
外来種の除去を行いました。子どもたちはとても元気に
作業に取組み、ほとんどの外来種を除去することができ
ました。

・勉強会
・鷹番小学校、鷹番住区センター、鷹番学童保育クラブの概要
・区有施設見直し計画、学校施設更新計画の概要
・新校舎配置計画について（東側校舎と西側校舎）
・設計コンセプト
・配置計画について
・設計コンセプト
・体育館の配置について（１階と２階）
・小学校の間取りについて

ビオトープの手入れ

地域懇談会の振り返り

第５回目黒区立鷹番小学校新校舎検討地域懇談会の様子
（令和6年11月18日（月）鷹番小学校のコンピュータ室）

▲水生植物を除去する様子 ▲専門家による説明の様子

鷹番小学校のビオトープは、日光が当たる北側部分
と、高木などによって日影になる南側の池とで、生育
種に明確な違いが見られました。北側にはデンジソウ
(絶滅危惧種Ⅱ類)、南側にはイヌスギナ(東京都絶滅危
惧種I類)など目黒区ではなかなか見られない種が多く
植生しており、特にデンジソウは希少性が高いとのこ
とでした。

低木エリア

北側池

南側池

高中木エリア

▲デンジソウ

▲イヌスギナ



・職員室から校庭が見渡せた方が安全なのではないか。
・正門の位置や、正門から昇降口までの子どもたちの動線を十分に検討してほしい。
・普通教室は低学年・中学年・高学年にまとめずに、学校の運営に合わせた臨機応変な
使い方ができるようにしてほしい。
・１階のワクワク感をより演出するため、階段の幅などの工夫がほしい。
・目黒区全体のモデルとなる避難所をつくってほしい。
・避難所運営に必要な物品を充実させてほしい。
・オープンスペースの使い方の事例を紹介してほしい。
・熱中症対策のため、庇を大きくしてほしい。
・校庭遊具を西側に配置するのであれば、近隣への音に配慮してほしい。
・図書館支援員、特別支援教育支援員や子どもたちの意見を聞いてほしい。
・バルコニーの幅については、植栽等を設置すれば直射日光を遮断できるという点も踏
まえて検討してほしい。
・各門の出入口付近や通路に夜間照明を設置してほしい。
・トイレの入り口は各教室から見える方が安全ではないか。

・１学年で最大４クラスに対応できるよう教室数を計画。
・集会や更衣室としても利用できるオープンスペースを計画。
・オープンスペースは多様な学びに対応できるように普通教室
と連続した空間として計画。
・２学年合同の多目的スペースとしても活用できるように各学
年のオープンスペースを連続して計画。

小学校部分について、平面図のたたき台を用いて計画の考え方を説明しました。
（注）計画の考え方は検討中のものです。

鷹番小学校建替えに関して、ご意見・ご質
問等がございましたら、下記までご連絡く
ださい。

目黒区教育委員会事務局
学校施設計画課
担 当
電 話    
FAX     
E-mail

末永、加賀美、桑原
03－5722－9307(直通)
03－5722－9333
kyoiku02@city.meguro.tokyo.jp

建替えの流れ（建築計画の進捗によって明確にしていきます。）
令和6年度

(2024年度)
令和7年度

(2025年度)
令和8年度

(2026年度)
令和9年度

(2027年度)
令和11年度～
(2029年度)

令和10年度
(2028年度)

実施設計

建替え工事

基本構想
基本設計

第６回地域懇談会は

12月１3日（金）
１９時から

※傍聴をご希望の場合は

下記までご連絡ください。

体育館

普通教室エリア

吹抜新校舎

新校舎校庭
体育館 特別教室

エリア

２～４階１階

学校エリア

地域エリア

構成員のみなさまからいただいたご意見を紹介します。

・エレベーターは乗用と給食運搬用とし
て２台設置。
・エレベーターや階段は昇降口に面して
分かりやすい位置に配置。
・乗用エレベーターは地域利用時にも使
用できるよう地域エリアからのアクセ
スに配慮。
・車いす対応トイレ及び個室トイレを各
階に設置。
・防災倉庫は避難所となる体育館付近と
校庭とに分散して配置。
・吹き抜けを中心につくることで屋外と
のつながりを重視。
・体育館にはバスケ公式コートを確保。

平面計画

2階：特別支援学級

「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」最終報告 文部科学省（令和４年３月）から抜粋

みなさまからのご意見

■普通教室 ■特別支援学級

■全般

・３クラスから5クラスまで学級増に対応でき
るように計画。
・通常の学級の子どもたちとの一体感や交流に
配慮し普通教室と同じ階に計画。
・特別支援学級と近い位置に専用トイレやシャ
ワーを設置。
・直接校庭にアクセス可能なバルコニーを計画。

新しい時代の学び空間イメージ
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